
株式会社シスケア
BIM導入コンサルタントと連携をしてスムーズに社内に浸透・定着
積極的に社員教育に投資し、体系化されたBIM教育プログラムを確立
シスケアは 1986 年に創業、学研グループのなかで建築設計を担当する中核企業だ。高齢化
社会への対応が求められる時代に寄り添い、高齢者施設・福祉施設の土地活用企画や開発、
設計・監理など、お客様のニーズに対してトータルでサポートしている。社会問題の解決に
向けて裏方から支えると同時に、ホスピタリティを追求。学研グループの DX 加速の背景も
交えたシスケアの BIM 導入の取り組みについて、代表取締役の関塚 宏昌氏と嵯峨 常功氏、
そして導入コンサルタントの三戸 景氏に、詳しくお話を伺った。

▣所 在 地
▣代 表 者
▣創 　 立
▣業務内容

代表取締役
関塚宏昌氏

設計部 主任
嵯峨常功氏

代表・建築家
三戸 景氏

日米両国の建築学の修士号を
取得。BIM 先進国アメリカの
利用状況について、実務経験を
通 し て 深 く 理 解 を し て い
る。 ニ ュー ヨ ー ク でさまざ
まな 建 築 や イン テリアのプ
ロ ジェクト に 携 わ り、 帰 国
後 も 通 常 の 設 計 業 務 や プ
ロ ジェクト支 援 を 行 って い
る ほ か、Archicad の BIM
導入サポートや専門学校での
BIM 設計の講師も務めている。

東京都新宿区
関塚 宏昌
1986 年
高齢者施設・福祉施設の土地
活用企画、開発、設計・監理、
コンサルティング
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学研グループのDX推進プロジェクトが
BIM導入の後押しに

「そもそも建築は 3 次元。だから設計ソフトも
3 次元で考えることができれば、発想自体も豊
かなものに変わるはず」。そう考えたのはシスケ
ア代表取締役の関塚氏だ。BIM を導入したのは
2019 年、複数の BIM を比べたなかで、Archicad
におけるモデル作成のやりやすさや、色の変更
など直感的な操作ができる点に魅力を感じ導入
を決めた。社内で使っている設計ツールとの相
性が良い点も評価してのことだった。
また、ちょうど同時期からシスケアが参画して
いる学研グループが「DX 加速」を推進している

こともあり、BIM での設計業務による業務効率
化に取り組むことは喫緊の課題として掲げてい
たのである。
その後シスケアでは、BIM 活用における業務効
率化に注力し、それによる業務拡大の可能性を
今なお模索している最中だ。本記事では、どの
ような取り組みをして社内に浸透していったの
か、またどうやって使いこなしているのか、具
体的に紹介をする。

「BIMの推進は、学研グループ内においては『ＤＸを活用した業務改善、
新規事業の推進』に貢献しているとして表彰を受けました。また、
BIM推進はISO 14001認証時に外部審査の評価対象にもなって
います」（代表取締役　関塚 宏昌氏）



話すように、三戸氏の支援もあって、シスケア
では右肩上がりの成長曲線を描いてBIMのスキ
ルアップに成功。国土交通省が実施した「令和
2年度BIMを活用した建築生産・維持管理プロ
セス円滑化モデル事業」に応募するなど、着実
に実績が増えている。
その後も社内でのBIM普及、利用者増加のた
めに各スタッフの習熟度チェックができるスキ
ルマップの作成・運用など、入社して間もない
スタッフもスキルアップできるように体系立て
た取り組みに果敢にチャレンジしている最中で
ある。

導入コンサルタントとタッグを組み
スムーズにスキルを習得

シスケアのBIM導入・定着の伴走者として白羽
の矢が立ったのは、導入コンサルタントの三戸
景氏だ。BIMを導入して1件目の設計製図は社
内のみで、まさに手探り状態で取り組んだもの
の、仕事が思い通りに進まない苦い経験をした
という。
「Archicad の情報は検索すれば必要な情報
がたくさんでてきて便利です。しかし2件目の設
計をするにあたり、教えてくれる人が必要なこ
とが分かりまして、グラフィソフトジャパンから
紹介していただいた三戸景さんにコンサルティ
ングを依頼しました」と嵯峨氏。三戸氏に声を
かけたことにはこのような背景があった。
「Archicadを導入するにあたって、すでにスキ
ルのある人材をオペレーターとして採用しよう
と考えていました。しかしグラフィソフトジャ
パンの営業担当者に相談したところ、『人材採
用よりも社内の知的財産にするためにスキル
を学んだ方がいい』とアドバイスを受けたので
す。その適確な助言があったおかげで、迷いな
く社員教育に投資することができました」と関
塚氏は当時を振り返る。
依頼を受けた三戸氏は、BIM先進国であるア
メリカで豊富な知識を学び、実務経験に基づ
いた活きたノウハウを持ち合わせている。導
入コンサルティングでは、B IMとはなにか？ 
Archicadとはなにか？といった基礎知識から、
社内で運用しやすくするためのテンプレートづ
くりに至るまで、BIMでの設計業務にスムーズ
に取り組めるまでの準備を整えた。「三戸さん
に来ていただいたおかげで、社内でBIMによる
設計手法を確立し、目標にしていたテンプレー
ト化を達成することができました」と関塚氏が Archicadの導入コンサルタントとして、日本全国で活動をする三戸氏

「私たちの取り組みの成果としてBIM導入から4年が経った今では社
内の設計担当者20名のうち3名はArchicadを使いこなして実設計を
行い、10名はパース作成のスキルを身に付けています」（嵯峨氏）

シスケアの設 計 部は、導入時に「BIMプロジェクト」を立ち上げ、導入コンサルタント・三戸氏の指導のもとスキル習得に向けてスタートダッシュを切った。



Archicadの活用事例その➀
プレゼンテーションに活用

シスケアでは、Archicadでつくった3次元モデル
を元にパースや動画を作成し、これらを施主へ
のプレゼンテーションに活用している。
「以前はイメージパースを外部の協力業者に依
頼し、更に模型をつくって立体のイメージを伝え
ていましたが、この方法ですとプレゼンまでに
かなりのコストと時間がかかっていたのです。で
すがArchicadを使ってインパクトのある提案が
できればその必要がなくなります」と、関塚氏は
業務効率化とコストカットについてのメリットを
話す。
施主との意思疎 通のしやすさを語るのは、設
計担当の嵯峨氏だ。「従来式の2次元の図面を
見せながらお客様に話しても、残念ながらまっ
たく伝わっていないこともありました。しかし
Archicadでプレゼンをすればそういった行き違
いが起きず、合意形成までのスピードが驚くほど
早いです」。
加えてシスケアでは、プレゼンテーションに複数
のプランを練り上げて提出することも実施してい
る。「先日はオフィスビルのコンペがありまして、
シスケアからは6案をお持ちしました。実は提案
をする前に社内コンペで選出しようとしたので
すが、どの案も捨てがたく（笑）。せっかくつくっ
たので6案すべてをお持ちしたところ、『どの案
からも設計者のデザイン意図が伝わってくる』と
非常に満足していただけました。短期間に複数
案も出せ、しかもこちらの意図していることを伝
えられたことは、Archicadだからこそ実現したこ
とです」と関塚氏。Archicadを活用したプレゼン
は施主に驚きを与え、そして設計者への信頼度
をアップさせることにつながっていく。
意思疎通のしやすさは施主との打ち合わせに
限ったことではない。建設現場で働く外国人労
働者と言葉の壁をこえて意思疎通ができるツー
ルとしてもBIMが一役買うことは間違いないだ
ろう。
「外国人や、現場経験が浅い職人にとっては、２
次元よりも３次元で伝えたほうが視覚的に理解
できます。意思疎通で役に立つのは施主へのプ
レゼンだけでなく、職人さんへの指示も同じこ
とですね」と、嵯峨氏は確かな手応えを感じて
いる。

Archicadの活用事例その➁
建物のメンテナンス対応に期待

BIMを使って設計をすることはつまり、建物の長
寿命化に直結しているとシスケアでは考えてい
る。学研グループでは運営している高齢者施設
が200棟近くあるが、メンテナンスの際に竣工図
を参考にしたくてもすぐには確認できないケー
スが頻繁にあるそうだ。
「そもそもBIMで設計していれば、その情報は
モデルとして半永久的に残しておくことができる
のでメンテナンス上の価値が上がります。これ
は、長い目でみたときに施設運営側のメリットと
して見出せるでしょう」と関塚氏。建物の長い生
涯を見据えた、的確で無駄のない、“正しい維持
管理のガイドブック”としてのBIMの活用方法を
検討し、さらには建てるときとその先のメンテナ
ンスを含めた新しいビジネスモデルの構築まで
視野に入れている。

木造の保育園プロジェクトで、構造検討した時のパース。（新松 戸ゆいのひ保育園 ）

RC造の特別養護老人ホームのプロジェクトで日影検討時のパース。（特別養護老人ホーム新宿和光園）

BIMを使って設計すれば、建ててからは見えなくなってしまう壁の内側の情報までも、3Ｄモデルに残すことができる。



Archicadの活用事例その➂
採用活動における魅力的な訴求ポイントに

Archicadを導入したことで、思いがけない成果
も生まれている。シスケアでは、設計者の求人
広告を出す際に「Archicadを使える方、優遇」
と訴求をしたことで予想を超えたよい反響が
あったという。
「20代の若い設 計者の多くは、BIMを使って
設 計をしたい方が多い印象です。他の設 計事
務所でArchicadを使っていた熟練者からの応
募も多く、新卒・中途ともに予想以上の反響が
得られています。その方たちの多くは、根っか
らのものづくり好きで、豊かな発想を持ち合わ
せた方が多いように感じています」と関塚氏。
建築業界の採用難が叫ばれて久しいなかで、
Archicadの導入によって効果的な採用活動に
つながっているのは嬉しい副産物である。

3次元だから頭のなかで
設計がキレイにまとまる

「BIMの魅力は、モデルを自分で回しながら、
建物の全体像と詳細な部分を行ったり来たり
できることです。自分が行っている設計のすべ
てが頭でキレイにまとまって、自分の目で確か
めながら関連的にとらえることができようにな
ります。オペレーターが設計図をつくるのでは
なく、設計者が設計図を作ることに意味があり
ます」と話すのは導入コンサルティングを行っ
た三戸氏。
2次元で図面を書いていたときと比べ、3次元
に反映して検討をすることでより具体的に詳細
な部分までつくりこむことができ、設計という
行為自体が充実したものになるという。
また、関 塚 氏 も 3 次 元で の 設 計 業 務 をこの
ように評 価した 。「2 次 元で図 面を描いてい
たときは、不 整合を見つける作 業をしている
ような 気 分になるときもありました 。しかし
Archicadを使えば、図面がモデルから自動的
に作成されるため、常に整合性を保たれたも
のができます。2次元のときに起きていたよう
な不整合は少なくなるので、確実に業務 効率
化につながっています」。

海外展開を視野に入れた
シスケアのこれからとは

シスケアは長きにわたって専門的に高齢者施
設・福祉施設の建築設計を行うことで、確かな
知見を蓄積してきた。今後は、その事業フィー
ルドを海外に向け、アジア地域の福祉関連施
設の設計コンサルティング業務を視野に入れ
ている。
「基本的な人の動線は世界中どこへ行っても
変わりませんし、私たちは非常に応用ができる
ノウハウを持ち合わせています。もちろん国に
よって法制度が違うので現地の設計会社の協
力が必要になってきますが、このノウハウを活
用したコンサルティングなどは行っていきたい
です」と関塚氏。海外で設計を行う際も、また
コンサルティングをするときも、世界各国で利
用できるBIMを使い、BIMモデルを核に仕事を
することで言葉の壁を越えた品質のよい仕事
ができることを願っている。海外と国内のやり
とりはBIMcloudを使えば、いつでもどこでも
コラボレーションすることができる。
「私が設計の仕事をスタートしたときに、手書
きからCADへと設計ソフトがアップデートして
いきました。きっとこれからはCADからBIMへ
と変わるんでしょうね。何年かかるかわかりま
せんが、この変化を恐れずに、みんなで取り組
むことで、業界の底上げをしていきたい。もう
“できない”なんて言えない時代が来るはずで
す」と関塚氏は未来を見据えて、力強く抱負を
話してくれた。これからの活躍に期待をしてい
きたい。
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「BIMは設計者が本来やりたい設計に専念することができるツール
です。プレゼンテーションでお客様が分かりやすいと言ってくださる
ことと同様に、分かりやすいことは設計者にとっても意味深いもの
になっています」（三戸氏）

新松戸ゆいのひ保育園 特別養護老人ホーム新宿和光園


